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ɹΞδΞ・ΞϑϦΧ言語จԽ研究ॴは，����の

ઃҎདྷ，言語学，ਓྨ学，ྺ 学の�の研究࢙

ऀ͕खをऔΓ߹い，ྟ研究（ϑΟʔϧυϫʔΫ）

をϕʔεͱしͨૅج研究をੵΈॏͶてきましͨ。

����にʮΞδΞ・ΞϑϦΧの言語จԽにؔする

ʯにೝఆ͞ΕてかΒは，Ξδڌత共同研究ࡍࠃ

Ξ・ΞϑϦΧੈքにؔする৽ͨなೝࣝのΈを

ఏڙするج൫ܗ成にد༩するͱͱに，͜ΕΒの

Ҭの多༷な言語・จԽの͋ΓํをϞσϧに，ະ

ॴѫࡰ

ɹアジア・アフリカ言語文化研究所（以下，
AA研）は，文部科学େਉによって言語学・
文化人類学・地域研究の共同ར༻・共
同研究ڌにೝఆされたʮアジア・アフリ
カの言語文化に関する国際త研究ڌʯで
す。その使໋のもと，AA研ではおもに以下
3つのྖ域において，国内外の関࿈研究者
ίϛϡχςィによる共同ར༻・共同研究を
ਪਐしています。
	1
 ྟ 地研究（フィールドαイΤンス）に基
ͮく国際త研究ڌとしての共同ར༻・共

同研究
	2
 アジア・アフリカॾ地域の言語文化
に関する研究資ݯの収集・ੳ・編ࢊおよ
び研究成果の発৴
	3
 研究׆ಈٴび研म・出版・広ใの׆
ಈを௨じた࣍世代研究者ཆ成
ɹこれに基ͮき，基װ研究プロジェクト

（QQ.2r�），国内外の研究者との共同ར༻・
共同研究՝（QQ.6r9），࣍世代ཆ成

（QQ.10r11），研究資ݯのੵと公開
（QQ.12r1�）をੵۃతに展開しています。

ɹAA研は3つの研究Ϣχット（言語学，地
域研究・歴史学，文化人類学）からなるプ
ロジェクト研究部およびใ資ݯར༻研究
ηンター（I3C），フィールドαイΤンス研
究企画ηンター（FSC）の2つのηンターと
い͏組৫体੍をとっています。所員はいͣ
れかのϢχットまたはηンターに所ଐし，
をਂめなٻʑの専門研究ྖ域に関Θる୳ݸ
がら，基װ研究，共同ར༻・共同研究՝
などにࢀ画し，国内外の研究者とのີな
ڌに基ͮいて，共同ར༻・共同研究ྗڠ

ΞδΞ・ΞϑϦΧ
言語จԽ研究ॴ ॴ

དྷの多ݩతੈքのൃ展ੑをٻする͜ͱをϛο

γϣϯͱし，ࠃ֎の研究ऀͱの共同研究をਪਐ

しています。άϩʔόϧԽ͕ഁյతないでਐ行

するੈքに͓いては，ΞδΞ・ΞϑϦΧの多ݩతな

͋ΓํかΒ学ͼ，৽ͨなະདྷをͱにͭくるͱい

は一ॏཁなのͱなͬていくͱ֬৴してࢹ͏

います。ຊ研究ॴはޙࠓࠃ֎のൣな研究ऀ

のࢀՃをಘて共同研究を展開し，ͦの成果は༷ʑ

なをڽΒし，くൃ৴していくॴଘです。

AA研の研究׆ಈ 研究৫構

දࣸࢴਅɿ�όγϣのࡿを͞す子どୡ（ϚϨʔγΞにてɹ����，Տ߹จࡱӨ）
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にふさΘしい׆ಈをਪਐしています。
ɹI3Cはアジア・アフリカの言語文化に関
するใ資ݯの ・ੵՃ・公開と，それ
を׆༻した共同研究ख๏の開発をओに行な
い，多くのใ資ݯをオンラインで公開し
ています（QQ.12r1�）。
ɹFSCはAA研の研究׆ಈのࠜװであるྟ
地調査のख๏をより࣮ફత・ཧ論తにચ࿅
さͤ，ྟ地調査に関Θる研究者ؒの学ྖ
域をԣஅした࿈ܞを୲͏ことをతに׆ಈ
を展開しています（QQ.16r19）。

研究৫構

Contents
基װ研究 2

ಉ研究՝ 6ڞ・ಉར用ڞ

研究ऀཆ 10

オンライン研究ݯࢿの։発 12

フΟールυαイΤンス 16

海֎研究ڌ 18

ग़൛物・展示企画 20
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言語学ܥ Linguistics

研究Core Projectsװج

，ऀ・研究ऀͱ一ॹにগ数の言語のυΩϡϝϯςʔγϣϯにऔΓΉͱͱにݱ
ूΊͨهを༷ʑなܗで׆かすͨΊの׆ಈを行なͬています。
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શॴϓϩδΣΫτh ΞδΞ・ΞϑϦΧのݱతॾのղܾに向けͨ৽ͨな࿈ܞ研究ମ੍のߏங のɦͱ，
言語学・ਓྨ学・ྺ࢙学֤の࣠ͱなるװج研究を展開しています。

　アジア・アフリカの国々はそのほとんどが多民族国家であり，個々の民族が
固有の言語・文化を保ちながら共生してきました。しかし近年の社会的変化に
より人々は共通語である国語・公用語をより多くの場面で使うようになり，そ
のことが言語・文化の様相に影響を及ぼしています。このプロジェクトではこ
のような変化の中で失われつつある少数派の言語・文化を記録する言語ドキュ
メンテーションに力を入れています。
　言語ドキュメンテーションの目的は，言語に映し出される個々の民族コミュ
ニティの文化の様相を包括的に記録することです。このような記録を民族語の
話者や現地の研究者とともに行うため，私たちは世界各地でワークショップを
開催してきました。
　このプロジェクトでは，言語ドキュメンテーションの成果を活かす試みとし
て，記録の中から話者が喜んでくれそうな物語を選んで絵本や紙芝居などの作
品を作成するという活動も行なっています。このようなコンテンツを話者と共
有することにより，話者たちが自分たちの言語・文化に新しい価値を見出して
くれることを私たちは期待しています。
　多様な言語の記録はその言語の話者だけでなく人類全体の財産です。少数民
族の文化を広く世界に知ってもらうため，辞書，物語や文学作品，映像作品な
どを日本語や英語などの対訳がついた形で出す試みも行なっています。
　多様な言語の記録は言語学者にとっても宝物です。記録を分析することによ
り，系統的にも異なり地理的にも離れている言語の間によく似たコミュニケー
ションのパターンがあることがわかったり，特定の言語群にしかみられない言
語構造上の特徴が見つかったりすることもあります。このような観察から生ま
れるのは，人は言語を使って何をしているのか，言語はそのためにどのような
形を持ちうるのか，という普遍的な問いです。
　言語の記録にはそれを話してきた人々の歴史も反映されています。ある地域
の言語を網羅的に記録することにより，かつて人々がどのように移動し，接触
したのかを推測することができるのです。言語の記録と観察を出発点とするこ
のような様々な問いを解明すべく，私たちは調査地の研究者や世界各国の研究
者と共同で様々な研究プロジェクトを進めています。

 フィールドϫークதの一ίϚɹ  インドωγアでのϫークγϣップ（WidZa .andira Catholic
େ学）ɹ  Ϟンΰル国ཱେ学でのϫークγϣップɹ  ジンϙー語（ϛャンϚー）のډࣳࢴの
:ouTuCeϖージɹ  ֆຊ『白ௗとङ人』（ຊ語・ϒリϠート語のόイリンΨルֆຊ）ɹ  チϕット
語の発Իがฉけるェϒ版『チϕットச文化ࣙయ』httQs���nomadic.aa�ken.KQ�search�ɹ  ೆ 部
όントΡॾ語のσータ収集ϫークγϣップ（ೆアフリカ共国ϰェンμେ学で開催。アフリカ̑ϲ
国との共同3ۀࣄe/eLDA httQs���linHdZ.aa�ken.KQ�neXs�7026 ）の׆ಈの一。

「多言語・多文化共生に向けた
循環型の言語研究体制の構築」(LingDy3) 

代ද者ɿԘݪேࢠ
関࿈所員ɿ҆ୡ真ٷ，部ܚଠ，ޖ人ಙࣇ，࢘ಙ，ᖒాӳ，େี，தࢁढ़ल，
ઘ，ࢁӽ߁༟，ลݾ

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/ling-core
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人ྨ学ܥ Anthropology

ੈք͕ෆ࣮֬ੑۮવੑのதに͋る͜ͱを，ࠓほど͡ײる͜ͱは͋ΓまͤΜ。
ຊװج研究は，ΞδΞ・ΞϑϦΧのࡏདྷのՄੑを，ݸผੑをӽ͑ͨීวత・࣮ફతࢹかΒ୳究します。

研究Core Projectsװج

 έχアのசຽ・チャϜスのಐ。ٳଉしᢸするڇたちにғまれて。（ࡱӨɿՏ߹߳ལ）ɹ  Ψンμのசຽ・ドドスのগঁ。খさなຓを๊く。ֹ にはʮ໋をޢるʯ
白いటがృられている。（ࡱӨɿՏ߹߳ལ）ɹ  όリの ɹ（ࢠӨɿ٢ాゆかࡱࣜ）  ϚϨーγアのङྌ࠾集ຽόςッのࢠ。ドリアン࠾集からΩャンプとる。（ࡱ
ӨɿՏ߹文）

　文化人類学はある時期まで，小規模社会でのフィールドワークを活動の中心
としてきました。しかし近年，国内外において，「上位」の政治社会にあたる国
民国家や「近代世界システム」をはじめ，イスラーム世界，中華世界，インド洋
海域世界，南アジア世界といったトランスナショナルな社会・文化圏，さらに
はグローバルな地球環境を視野に入れたマクロ・パースペクティヴな研究への
必要性や関心が高まってきました。
　他方，その対極にむかう方向性として，個々人の身体性を分析・考察の起点
とした，間身体的実践，ハビトゥス，熟練と暗黙知，アフォーダンス，社会空間
など，ミクロ・パースペクティヴな問題系も同時に浮上しつつあります。
　このような国内外の研究動向をふまえて，人類学的思考として現在求められ
ているのは，地域別の研究や個別の主題に基づく調査研究をこえた，アジア・
アフリカの「在来知」の新たな概念化や理論化の試みであり，それを国内外に向
けて発信し，グローバルな状況下の現代的諸問題の解決に寄与することです。
　基幹研究人類学班は，「アジア・アフリカにおけるハザードに対処する『在来
知』の可能性の探求」のテーマのもとで，これらの課題に先導的な役割を担う共
同研究を推進します。

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/
anthropology-core

「アジア・アフリカにおけるハザードに
対処する『在来知』の可能性の探
求－人類学におけるミクロ－マクロ
系の連関2」

代ද者ɿҪ႑ࢠ
関࿈所員ɿՏ߹߳ལ，ߒݪ܀ӳ，外ণ，
চ࿊Ү٢ా，࠸ゆかࢠ，Տ߹文
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Ҭ研究・ྺ࢙学ܥ Area Studies/History

「中東・イスラーム圏における分極
化とその政治・社会・文化的背景」

த౦はΞδΞͱΞϑϦΧをͭな͙Ҭで͋Γ，ΠεϥʔϜݍはͦΕをେきくแΈࠐΉҬ֓೦です。
ΞδΞͱΞϑϦΧをΠεϥʔϜͱͦのؔੑかΒݟす研究をਪਐしています。

 Τジプト，φイル・σルタ地ଳのా২え෩ܠ。Τジプトはத౦でرগなҴ࡞Մ地域で，アラϒ地域のίϝ料ཧでは，Τジプト࢈ถがく使Θれてきた。（ࡱӨɿ
ɹ（ࢠՎ۽  Ϩόϊンೆ部にイスラΤル܉がしていったઓं。（ࡱӨɿࠇӳॆ）ɹ  த౦ࢢ多ϕースϚップγスςϜのトップϖージ。

　「中東」は20世紀初めに出現した地域概念で，今日まで変化し続けています。
また私たちは「イスラーム圏」を広くとらえており，それはグローバルに拡大し
ています。イスラーム教徒と非イスラーム教徒とが（またイスラーム教徒同士
が）相互的な交渉や関係性をどのように形成してきたか，そこでどのような文
化をつくり上げてきたのか，といった問題をテーマにしています。現代世界に
おいて社会的な分断と分極化の高まりが見られますが，中東・イスラーム圏に
おいても内戦や宗派対立が激化し，欧米を含めた世界各地でイスラームをめぐ
る社会問題が深刻化しています。本基幹研究はこれを長い射程の中で多方向か
ら総合的にとらえる研究をしています。社会の歴史的基層に実証的に取り組む
研究や，現代の政治体制に関する比較研究，新しい人文情報学の手法を使った
研究などを進め，それらを基盤にした大型プロジェクトも立ち上げました（科
研費学術変革領域研究（A）「イスラーム信頼学」）。ベイルートとコタキナバル
の海外拠点を活用した国際的学術交流，中東☆イスラーム研究/教育セミナー
その他の次世代研究者育成にも力を入れています。

代ද者ɿࠇӳॆ
関࿈所員ɿ൧௩ਖ਼人，ן୩߁ଠ，۽Վࢠ，
，࠸ֆඒ，ۙ౻৴জ，∁দ༸一，চ࿊Ү౻ޙ
ాਔ

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/
history-core
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言語学ܥ
�౦ೆΞδΞେ෦Ҭ語ኮのྨܕత研究

�5IF�4PDJBM�$PHOJUJPO�1BSBMMBY�*OUFSWJFX�$PSQVT	4$01*$
にͮجくࣾ ձೝ
ࣝの言語ඪ示にؔする研究

�όϯτΡॾ語のϚΠΫϩ・όϦΤʔγϣϯのྨܕత研究（�


�ʮΞϧλΠܕʯ言語にؔするྨܕత研究�	�


�νϕοτ・ώϚϥϠசจԽのߏஙɿຽଏ語ኮのମܥతൺֱにͱͮ いて

�ΞδΞ・ΞϑϦΧཧ言語学研究

�νϡϧΫॾ語に͓けるใߏͱࣝཧɿԻӆ・ܗଶ౷語・ҙຯのΠϯλʔϑΣ
Πε

�ΞδΞจࣈ研究ج൫のߏங�	�


�Ҡຽのܧঝ語ͱΤεχοΫΞΠσϯςΟςΟにؔするࣾձ言語学త研究�

�ཧ言語学ͱ言語ྨܕͱྔܭ言語学のରにͱͮく言語มԽ・มҟϝΧχ
ζϜの୳ٻ

�ླྀ語తௐྨܕのߏ࠶ங

�多言語ࠞࡏঢ়گをલఏͱしͨΞϑϦΧهड़言語学研究の৽展開

�௨言語త؍かΒΈͨԻྨܕ

�ΞΠψ語ݱௐ査ࢿྉのΞʔΧΠϒζߏஙにかΜする学ࡍత研究�	�


AA研の共同ར༻・共同研究՝͕ରͱするҬは
ΞδΞ・ΞϑϦΧҬにݶΒͣ，શੈքにٴΜでいます。
。画していますࢀ֎のԆ���໊を͑る共同研究һ͕ࠃ
※地図中の番号は右のリストの番号に対応しています。

共同ར༻・共同研究՝Joint Research Projects

ରҬ Target Areas

ೆアジア

Ϥーϩッύ

西アジア

アジア

αハラҎೆ
アフリカ

౦アジア

தԝアジア

アフリカ

౦ೆアジア

オセアχア
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ਓྨ学ܥ
�ෛ࠴のಈଶにؔするൺֱຽ誌త研究

�౦ೆΞδΞに͓けるΠεϥʔϜओٛͱࣾձ・จԽཁҼの૬࡞ޓ༻にؔする学ࡍ
త研究ɿτϥϯεφγϣφϧなωοτϫʔΫͱݱのԠ

�ೆΞδΞのࣾձมಈ・ӡಈに͓けるಈతػܖ

のਓྨ学తख๏による୳究࣮ݱɿม༰するߟ࠶のਓྨ学ࢮ�

�৽ܕίϩφײછ֦େԼに͓けるܳにؔする学ࡍత研究

�άϩʔόϧ࣌のΞϑϦΧのʮएऀʯのΩϟϦΞࢤ向ͱʮ࣮ݱʯͱのަবɿ౦෦Ξ
ϑϦΧをத৺に

Ҭ研究・ྺ ܥ学࢙
ࠀɿΠεϥʔϜओٛͱの૬ڵ࠶ཧのม༰ͱݪओ੍に͓けるਖ਼౷ੑ܅Ξϥϒݱ�

�ۙதԝϢʔϥγΞに͓けるྺ࢙ঀड़ͱաڈのࢀর

�δϟϫ語ٴͼ౦ೆΞδΞॾ語ςΩετにΈるफڭม༰ɿΠεϥʔϜԽաఔに͓
けるࠃՈのઓུͱׂ

��ʮΠϯυੈքʯのܗ成ɿϑϩϯςΟΞҬを࠲ࢹͱして

�ΞϑϦΧ業・ଜࣾձ࢙のߏ࠶ங�	�
ɿࡏདྷ業ֵ໋のࢹかΒ�

�ਇํݝிのৗにബするʕதݹࠃ؆ᗪのԣஅྖҬత研究�	 
̐

�ΞδΞۭؒ࣌σʔλϕʔεのߏங

ϜεϦϜࣝਓのม༰ͱަݱ� ɿྲྀࣾچձओٛݍのωοτϫʔΫをத৺に

�த౦・ΠεϥʔϜのྺ࢙ͱྺۭ࢙ؒのՄࢹԽੳɿσδλϧԽ࣌の学の共
༗をΊ͟して

�ΠεϥʔϜऀの࢈ࡒཧにؔする࢙ྉ学త研究ɿΠϥϯ・αϑΝϰΟʔே
を事ྫͱして�	�


ॴଐؔػɿࠃ137ؔػ, 海֎45（39�6�）ؔػ

໊）�352໊, 海֎54（48�6ࠃಉ研究һɿڞ

ñは外国人客員共同研究型

ܕਓ٬һ共同研究ࠃ֎
�3FMJHJPVT�.PWFNFOUT�BNPOH�UIF�,BSFO�1FPQMF�JO�UIF�%FUFSSJUPSJBMJUFE�
5IBJMBOE�.ZBONBS�#PSEFSMBOE

�A�.VTMJN�&QJD�BOE�*UT�1PMJUJDT�JO�&BSMZ�.PEFSO�ATJB��ANJS�)BN[B�GSPN�
*SBO�UP�4PVUI�BOE�4PVUIFBTU�ATJB

�$PNQBSBUJWF�4UVEZ�PG� UIF�5BOHVU�4BOTLSJU�5JCFUBO�7FSTJPOT�PG� UIF�
#PEIJDBSZBWBUBSB�CZ�4BOUJEFWB

�4PDJP�&DPOPNJD�%ZOBNJDT�PG�5SBOTGPSNBUJPO�PG�3VSBM�4PDJFUJFT�BOE�
.JHSBUJPO�JO�#BOHMBEFTI�XJUI�1BSUJDVMBS�'PDVT�PO�(PIJSB�7JMMBHF

�#VEEIJTU�3FWJWBM�.PWFNFOU�JO�.PEFSO�*OEJB��+BQBOFTF�4DIPMBS�,JNVSB�
/JDIJLJ�BOE�)JT�3PMF�JO�*OEP�+BQBO�3FMBUJPOTIJQ

�ϢʔϥγΞதԝ෦ॾ言語のࣝཧの研究ɿτΡϰΝ語ͱγϕ語をத৺に

共同ར༻・共同研究ڌで͋るAA研に͓いて，ॴһ͕ॴ֎の研究ऀͱ共同でਪਐする共同ར༻・共同研究՝は，
。ॏཁな事業の�ͭにҐஔ付けΒΕています࠷

大西༸

ೆアϝリカ

アϝリカ・カリブ諸ౡ
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代ද研究者ɿҪ႑ࢠ（AA 研）
共同研究員ɿ୮Ӌ๎ࢠ，ү真ึ，Ճլ୩真ས，
ۚηッϐϣル，ాࠇ末ण，ాதେ介，ࢠܡࠤ

ɹຊ研究は，ࢮをめ͙る人類学తなフィールド࣮ફ
から，生きる࣮ݱを新たなࢹのもとでଊえすこ
をࢦす。そこでは，生がݸのҙ図やओ体ੑをこえて，
世界と߅しつつ行ҝするなかで，ৗに生成されଓけ
ているとするࢹをとる。ࢮは，それがࣗݾのࢮであ
れ，ଞ者のࢮであれ，人が生きる࣮ݱにとってࠜݯత
な経験である。ຊ研究では，ৗతなリアリςィがม
༰するなか，౦ຊେࡂや新ܕίロφィルスと
いったಥ発తなࢮࡂや，多ࣾࢮ会，介ޢのݱ場や
界にڥのࢮ場などから，生とݱのҩྍ化，ّのࢮ
য化することで，生きる࣮ݱにഭる。

代ද研究者ɿ٢ాゆかࢠ（AA 研）
共同研究員ɿ૿ѥࢠ，Ѩ部࢘，େాඒࢠࠤ，
খԘさとみ，ਆܙ，ླਖ਼ਸ，ଜՅߊ，ྮ྄ࢠ，
લܙݪඒ，౻େ༞

「死の人類学再考：変容する現実への人類学的手法による探究」

「新型コロナ感染拡大下における芸能に関する学際的研究」

ɹ新ܕίロφײછのྲྀ行によって，多くの׆ಈが
のʮ新しいৗʯのなޙそしてその，ظ࣌されたݶ੍
かで，世界のܳはどのよ͏に࣮ફされているのか。
またそのදݱや伝ঝや発දのありํ，そしてࣾ会に
おけるܳのׂは，どのよ͏にมΘってゆくのだ
Ζ͏か。ຊ研究会では，౦アジアおよび౦ೆアジアを
த৺にしながら，ܳやそれを取りרくࣾ会త状況
とそのม化を記するとともに，多༷な地域および
ジャンルのྫࣄを࣋ちدることでこれらのいにつ
いてߟえる。また，ฏৗ࣌とはҟなる༷૬をͤݟるܳ
の࢟から，どのよ͏にզʑのܳのཧղをਂめ
ることができるかをݕ౼する。

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp/
jrp274 

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp/
jrp273

人ྨ学ܥ Anthropology

共同ར༻・共同研究՝Joint Research Projects

MAP

MAP
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ɹຊ研究՝は，ೆアジアのフロンςィア地域にお
ける文化৮とม༰を，ݹ代からۙ代までのظత
なࢹのもと，ൺֱߟすることをతとします。ϕ
ンΨル，アッαϜ，ωύール，ώϚラϠ，カγϛール，
ύンジャーϒの地域で生じていた文化৮や，地
域アイσンςィςィとؼଐҙࣝのܗ成にして，
地域アイσンςィςィとよりେきなʮインド世界ʯ
のؼଐҙࣝとの関や，தԝアジアやアジアなど
ଞの歴史世界と，これらフロンςィア地域とのつな
がりを໌らかにすることをࢦします。

代ද研究者ɿখஐ史（AA 研）
AA 研所員ɿۙ౻৴জ，外ণ，ଠా৴
共同研究員ɿҴ༿য়，ஔాਗ਼，খྛ྄介，ਃ࠽Ը，
高ౡ३，ప，ొར୩ਖ਼人，ݹҪཾ介，ٶຊ྄一，
ԣ地༏٢，ࢠ水ઍ鶴ࢠ，DiXakar AcharZa

ɹຊ研究՝では，αϋラ以ೆアフリカの広େな地
域でされ，その૯は�00言語をえるとされる
一େ言語܈όントΡॾ語の文๏త多༷ੑをςーϚに
した共同研究に取り組Μでいる。֤ ϝンόーがアフ
リカのフィールドで，ݱ地ίϛϡχςィにೖりࠐΜで
収集したσータをಥき߹Θͤることによって，構
Ϩϕルのඍ

㈡

ࢹ
ㇰ

త
㈯

で多༷な言語ؒมҟʕϚイクロ・ό
リΤーγϣンʕを，いΘ文๏ݱ象のスϖクトラϜ
として࣮ূతにఏ示する。そして海外の࿈ܞプロジェ
クトとのڠಇをとおして，そのよ͏な類ܕత多༷ੑ
をಋ出するഎݪܠཧのۙもࢼみている。

代ද研究者ɿѨ部༏ࢠ（འभେ学）
AA 研所員ɿେี
共同研究員ɿ҆部ຑ，ֿໜथ，角୩ত，খ३ࢠ，
，ࢠถా৴，ࢠຊઇ，ࢠඒٱ࡚ٶ，ຊ真，༑߳ݹ
若ڱ基ಓ，Koen #0ST0E/ )annah (I#S0/ 
3o[enn (U¬30IS SeunHhun LEE Lut[ .A3TE/

「『インド世界』の形成：フロンティア地域を視座として」

「バントゥ諸語のマイクロ・バリエーションの類型的研究(2)」

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp/
jrp248

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/jrp/
jrp252

Ҭ研究・ྺ࢙学ܥ

言語ܥ

Area Studies/History

Linguistics

MAP

MAP
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த౦しくはΠεϥʔϜੈքにؔ৺をͭେ学Ӄੜएख研究ऀをରに，
。Ίる͜ͱをతͱしていますߴしてࣝの෯を֦͛，研究ൃද౼のྗをڙ৽の研究ใをఏ࠷

◉த౦ˑイスラーϜ研究セϛナーʗڭҭセϛナー

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/training/meis/meis-semi

ɹʮ研究ηϛφーʯでは，େ学Ӄതظޙ࢜՝程ࡏ੶者やത࢜論文の準උをしているํ，その

会ػの研究発දとపఈした౼論のؒ࣌えのํʑを対象に，ߟのϒラッγϡアップをおޙ

をఏڙします。200�年度から2020年度までに107໊がࢀՃしています。

ɹʮڭҭηϛφーʯは，େ学Ӄ生を対象に，AA研スタッフと所外からのটᡈࢣߨによるߨ

ٛとडߨ生のر者による研究発දと౼ٞからなるものです。શ国から集まるडߨ生に

とって，ࢣߨの研究者のみならͣ，डߨ生૬ޓにおいてもަྲྀする貴重なػ会になってい

ます。200�年度から2020年度までに2�0໊がࢀՃしています。

◉オスϚン文書セϛナー

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/training/meis/meis-semi

ɹオスϚンேで࡞成されたखॻきの文ॻ・ாをݹ文ॻ学・アーカ

イϒζ学తࢹから学Ϳԋशࣜܗのηϛφーです。毎回ҟなった史

料類ܕを取り上͛，࠷ॳにࢣߨが༷ࣜ論తղઆを行ったのち，ࢀՃ

者を໊ࢦしてߪ読していきます。2008年度以߱，年に1回，2ؒ

にΘたって開催し，学部生からେ学ڭ員まで毎回30໊をえるड

。Ճしていますࢀ生がߨ

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/training/meis/beirut-semi

ɹຊにおいてத౦に関࿈する人文・ࣾ 会科学（地域研究・歴史学・

人類学・イスラーϜ学・࣏学・経ࡁ学など）を専߈している若ख研

究者に対して，த౦の学術のத৺地ϕイルートにて研究ใࠂするػ

会をఏڙしています。若ख研究者の研究成果をϨόϊンをはじめと

するத౦の研究者たちに広くっていただくとともに，専門Ո同࢜

のີ度のೱいٞ論がަΘされる場となっています。2006年度から

2019年度までに67໊がࢀՃしています。

◉ベイルートएख研究ऀใࠂձ

த౦・イスラーϜؔ࿈セϛナー

研究ऀཆ成Training and Capacity Building
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AA研のઃཱؒޙない����かΒ開࠵しているूظதܕの研修です。
研究ऀͱωΠςΟϒऀ͕ϖΞでࢣߨをΊ，ੜきͨ言語を͑てきましͨ。

◉フΟールυ言語学ワークシϣッϓ
ɹΞδΞ・ΞϑϦΧのݸผ言語のهड़త研究をઐͱする研究ऀをରにϑΟʔϧυϫʔΫ
言語学のख๏を共༗するͨΊのϫʔΫγϣοϓです。ओなࢀՃऀはେ学Ӄੜ・ϙευΫなど
एख研究ऀでେ学のを͑ͨ研究ऀωοτϫʔΫߏஙの一ॿͱなͬています。
ɹϑΟʔϧυϫʔΫのख๏ऩूしͨσʔλのॲཧํ๏，͞Βにはσʔλを研究に׆かすํ
๏までをѻ ʮ͏ςΫχΧϧϫʔΫγϣοϓʯͱएख研究ऀ͕هड़త研究の成果をൃදするʮจ
๏研究ϫʔΫγϣοϓʯの2ͭので開࠵しています。

ɹAA研は言語学・ਓྨ学・ྺ࢙学の֤に多くのελοϑ
を༴しています。ઐڭһの͏ͪॿڭをআいͨڭत・।ڭतશ
һ͕，౦ࠃ֎ژ語େ学େ学Ӄ૯߹ࡍࠃ学研究Պに͓けるڭҭ
画しています。ओͱしてΞδΞ・ΞϑϦΧҬを研究ࢀಈに׆
ରͱしͨ，言語学，ਓྨ学，ྺ 学などをઐͱするത࢙
͞。ಋを行なͬていますࢦ，՝ఔの学ੜをडけೖΕظޙ࢜ Βに，
ത࢜લظ՝ఔのڭҭ׆ಈに一෦ڭһ͕ࢀ画しています。AA

研にॴଐするڭһをओࢦಋڭһͱするେ学Ӄੜはࡏݱはগ
数です͕，ਓྨ学・ྺ࢙学の߹同θϛをは͡Ίͱしͨಛ৭͋る
खްいࢦಋを行なͬています。AA研͕展開している֤छηϛ
φʔのࢀՃを௨͡て，同のଞେ学のେ学Ӄੜͱのަྲྀ
͕できるେきなಛͱい͑ます。

ɹAA研のڭһをओࢦಋڭһͱするതظޙ࢜՝ఔでは，一෦
߹同θϛのମ੍をͱͬています。ਓྨ学・ྺ࢙学θϛではຖि
1ճ߹同θϛ͕開かΕ，୲ڭһ・学ੜのશһࢀՃのͱൃ׆
にٞするͱしてจࢦಋに׆か͞Εています。

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/training/ilc

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/training/cul-soc-anthro-sem

ɹ言語研मは研究所がઃཱؒޙもない1967年から開催しているظ集தܕの研मです。アジア・アフリカでされている言語をओにѻい，国語・

公༻語だけでなくগຽの言語などଞでは学शすることができないよ͏な言語の研मもੵۃతに行なっています。どの研मも対象言語を専門と

する研究者とωイςィϒ者がϖアでࢣߨをめ，語学だけでなくݱ地調査や文ݙ調査を行͏ためにඞཁな言語ࣝや調査のख๏など，専門త

ࣝのڭतも行っています。記ड़言語学のトϨーχンάとして研究が΄とΜどਐΜでいない言

語を対象としたフィールドϝιッドํࣜの研मも行なってきました。

ɹこれまでに研मを࣮ࢪした言語のは，1�0言語，मྃ者はԆ1200໊以上にの΅り

ます。मྃ者のதにはアジア・アフリカ地域の専門Ոとして׆༂している人も多くいます。

ɹこの研मのためࢣߨ陣がಠࣗにࡐڭを開発していることもେきなಛの1つです。これま

でに࡞成されてきたࡐڭの一部はେ学リϙジトリhttQ���reQositorZ.tufs.ac.KQ�から公開さ

れています。

AA研のװج研究に͓けるਓྨ学ܥएख研究ऀҭ成事業ͱして，
。していますࢪ࣮

ɹ2011年度より開催してきたຊηϛφーでは，ത࢜論文や投稿論文を執

筆தの文化人類学ʗࣾ会人類学ʗ生ଶ人類学を専門とするେ学Ӄ生や若ख

研究者が研究発දし，発ද稿をത࢜論文や投稿論文に࿅り上͛るための

学術తٞ論の場をఏڙしています。201�年度からはຊ文化人類学会（࣍

世代ҭ成ηϛφー）との共催となりました。発ද者ごとに，論文の査読に

ඖఢするよ͏なかたちで内༰にふさΘしいίϝンςーターがつき，࠷新の

学術తٞ論に関するใఏڙを行なっています。またηϛφーࢀՃ者が同

じ世代の若ख研究者の発දをฉいてҟなる؍からҙݟをަΘすことで，

ࣝの෯を広͛ることもతとしています。ຊηϛφーによって所ଐをこ

えた研究者ؒのަྲྀがଅਐされ，若ख研究者の研究ੑ׆化につながること

をظしています。

言語研修

文化ʗࣾձ人ྨ学研究セϛナー
大学Ӄڭҭ

ಋ体制ࢦ˙

，ҭͩけでなくڭతなେ学Ӄܕͱして，典ڌ֎に開かΕͨ共同ར༻・共同研究ࠃ
େ学ؒの֞ࠜをӽ͑ͨいൣғでのऀܧޙཆ成を事業ͱしてੵۃతに展開しています。
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https://qalawun.aa-ken.jp/

2BMBXVO�73�1SPKFDUは，ۭ ؒใのอଘͱར༻の৽ͨなํ๏ͱして73ٕ術にし，
73πΞʔのίϯςϯπ࡞成を௨͡て，ྺ 。しています౼ݕҭに͓ける73ٕ術ར༻のҙٛ՝にͭいてڭ学研究ͱ࢙

ϝンόーɿ۽Վࢠ，ਂ ُ，٢ଜయ，ࢠಸॹݟ ୩学，ٱอ྄ี，ݭాࢁଠ，.ohamed Soliman

　2019年度に開始した本プロジェクトは，カイロ（エジプト）の中世イスラーム建築の傑作であ
るカラーウーンの寄進施設のVRツアーをオンラインで公開した。これは，歴史や建築に関する
知識を得ながらヴァーチャル・ツアーを楽しむことができるものである。プロジェクトのウェブ
サイトは，奇しくも，COVID-19が拡大する最中に公開され，多くの反響を得た。その後，授業の
オンライン化により，オンラインコンテンツへの需要が高まったことを受けて，2020年度は，学
習コンテンツ作りに注力し，歴史・建築用語を収録したグロッサリーや，VRツアー内の解説で得
られる知識をさらに掘り下げる「深掘り解説」を用意した。加えて，「楽しく学べて・理解しやすい」
教材として，専門知識のエッセンスをイラストやマンガでまとめたコンテンツを作成した。

ΦϯϥΠϯ研究ݯࢿの開ൃOnline Resources

VR Project

VRツアー
「QALAWUN VR PROJECT」
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下部にද示されるҹをクリックするとそのํ向にਐむ。画面ࠨ上のฏ面図にࡏݱ地
とઢのํ向が示される。同ฏ面図内のオϨンジ৭のは，Ҡಈできる地であり，
クリックすると，そのҐஔにॠ࣌にҠಈできる。πアー内֤所にஔかれたɹ  をクリッ
クすると，そこでのݟどこΖのղઆがද示されるよ͏になっている。
クリックすると，そのҐஔにॠ࣌にҠಈできる。πアー内֤所にஔかれたɹ  をクリッ

VR 体ํݧ法

AA研では，ใݯࢿར༻研究ηϯλʔ	*3$
をத৺に，ΞδΞ・ΞϑϦΧの言語จԽにؔするใݯࢿの
σδλϧԽσʔλϕʔεԽをਪਐし，Ϧιʔεͱして公開しています。
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ɹLinHDZTalkは基װ研究ʮ多言語・多文化共生に向けた॥ܕの言
語研究体੍の構築ʯ（LinHDZ3）プロジェクト（QQ.2r3ࢀর）を௨じて
開発された，ࣈೝࣝػを׆༻したԻ࠶生アプリです。ॻ੶ίー
ドをೖྗしたのちにࣈ（たとえϖージ൪号）をスΩャンすること
で，あらかじめαーόに֨ೲされているԻσータを࠶生します。
ɹҹされたものとԻσータとを݁びつけるํ๏としては，23
ίードを༻いるํ๏もありますが，その場߹はあらかじめ23ίード
をҹしておくඞཁがあります。一ํこのアプリはʮࣈʯをೝࣝし
てԻσータを࠶生するํ๏を取っているため，ϖージ൪号やྫ文
൪号のよ͏にࣈがҹされていれ，そのࣈを௨じてԻを࠶
生することがՄとなります。つまり，すでに刊行されているॻ੶や
ҹ物にもޙからԻをඥͮけられるがେきなಛ・རといえ
るでしΐ͏。
ɹखܰにಈ画やԻが࠶生できるスϚートフΥンは，গ言語の記
・อଘとੑ׆࠶化にد༩するπールとして，ޙࠓますます׆༻され
ることがظされます。

গ数言語のԻࢿྉは研究ऀͩけのͨΊに͋るのではなく，ͦ のしखίϛϡχςΟにରしてؐ͞ݩΕるඞཁ͕͋Γます。
εϚϗΞϓϦ-JOH%Z5BMLは，ίϛϡχςΟで׆༻͞ΕるεϚϗを௨͡てԻࢿྉをしखにಧけるͨΊに開ൃ͞Εましͨ。

https://lingdy.aa-ken.jp/publications/tools-and-
BSDIJWFT�����

ϝンόーɿࢁӽ߁༟，ࣇಙ

用ํ法
アプリをىಈすると，まͣॻ੶の
ίードをೖྗする画面があらΘれま
す。ここでॻ੶に記載されている
ίードをೖྗし［��］Ϙタンをԡす
と࣍の画面にਐみます。そこでԻ
が収されているϖージのϖージ൪
号をカϝラでࡱӨするか，スロット
を回してࣈをೖྗし࠶生［ɹ］Ϙタ
ンをԡすと，Իが࠶生されます。

ΦϯϥΠϯ研究ݯࢿの開ൃOnline Resources

「LingDyTalk」
application
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ɹຊࣙయはチϕット・アϜド地ํにおけるϠクや༽をத৺とした
ச生׆のなかでৗతに༻いられてきたຽଏ語彙をཏతに収集・
記した�900߲からなるࣙయのWeC版です。6年あまりにΘ
たり，学際తなݱ地調査と共同研究をおこなってきた成果をまとめ，
チϕット語からもຊ語からも，また類߲からもࡧݕできるࣙ

యとして，2020年3
月に公開しました。ຊ
ࣙయにはWeC版のଞ
にॻ੶版とi0Sアプ
リ版があります。WeC
版にはࣙయとリンクし
たச文化ίラϜも༻
ҙしています。

ɹ『ຊ語ϚラϠーラϜ語ࣙయ』（2019
年）は，インド・έーララभの公༻語
であるϚラϠーラϜ語（使༻人3�00ޱ
ສ人）とຊ語の対༁ࣙॻです。ຊ
語とϚラϠーラϜ語とのؒにはこれま
でຊ֨తなࣙॻはଘࡏしまͤΜでし
たが，ࡾলಊ出版のྗڠによりఏڙされた，�ສ3ઍ語以上のݱ代త
なຊ語のݟ出し語およびྫ文とϚラϠーラϜ語の対༁とからなっ
ています。アジアॻࣈίーύスڌ（(ICAS）の研究プロジェクトで
ഓΘれた文ࣈॲཧ๏とࣙॻ࡞りのϊϋを͗，I3Cプロジェクト
によって構築したオンライン版ిࣙࢠॻは，ຊ語あるいはϚラϠー
ラϜ語の語者のどちらもར༻できるよ͏にઃܭされ，ຊ語，Ϛ
ラϠーラϜ語にՃえ，ӳ語からのࡧݕがՄです。
ɹ同ࣙॻをもとにして，ࢴഔ体のࣙॻ（1�00ท）が2019年3月にέー
ララभ言語研究所から刊行されました。インドதԝのิॿۚを
डけ，価֨もΘͣか1000ルϐー（1700ԁ）にえられており，Ϛ
ラϠーラϜ語語者のຊ語学शにศརなよ͏に，ຊ語のࣈ
にはϚラϠーラϜ文ࣈによる読みԾ໊をつけるなどのがࢪされ
ており，ӳ文による؆қຊ語文๏もඋえています。同ࣙॻは2019
年に，インド・ドラϰィμ言語学会から，༏れたドラϰィμ語研究の
成果にଃられるϔルϚン・άンσルトത࢜基ۚをडしました。

インドでのतࣜについては下記リンクઌの記ࣄをご覧ください。

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/event/news/award

ϝンόーɿ高ౡ३，ๆ ೆ，ึࢤݪ介，海ܒాؠϝンόーɿۏ真؛ ଠՃ，ฏాণ߂，
ผ所༟介，ઘ，ޱࢁ༝

ॆ࣮しͨ文化߲ྨ
チϕットのச文化のશ体૾をつかめるよ
͏に，ೕՃ，Ոசදݱ，地ܗೝࣝ，ҥ৯ॅ，
といった28のେ߲をཱてڭफ，ࡇࠗף
ています。ೃછみのないச文化の֓೦に
しめるよ͏，தখのཱ߲てにはಛに
をڽらしました。Իもฉける΄か，写真・
図版を豊富に収しています。

https://nomadic.aa-ken.jp/

https://irc.aa.tufs.ac.jp/

I3Cでは2020年度に20݅のσジタルリιース・プロジェクトをਐめました。
その͏ち，8݅は新نのプロジェクトです。（ はˎ新نプロジェクト）   

「チベット牧畜文化辞典」 「日本語マラヤーラム語辞典」
dictionaries

2020年度 IRC ϓϩジェクト
・��πόϧ語ίίϠγจԽ語ኮू�ˎ
・��0ME�5JCFUBO�%PDVNFOUT�0OMJOF
・��ΧΠϩݍࢢ研究のσδλϧϓϥοτϑΥʔϜߏங�ˎ
・��Ծ࣮ݱのར༻͕Մなࢿ֮ࢹྉのอଘ・公開ͱͦ のར׆༻のͨΊ
のૅجత研究
・��ΧΠϩのΠεϥʔϜݐஙσʔλϕʔεのߏங�ˎ
・��.BUTZB�QSPKFDUϰΟγϡψؔڭ࿈ࣸຊϚΠΫϩϑΟϧϜのσδλϧԽ
・��ΞΠψ語ԻࢿྉのจࣈԽςΩετରԠͮけͱ公開（ୈظ�）
・��Ϟϯΰϧॾ語ςΩετのΦϯϥΠϯ公開�ˎ
・���ໂాٛޱのࡱӨしͨ����ʙ��のΞδΞ・ΞϑϦΧ・த
ւԊ؛ॾࠃΧϥʔࣸਅ画૾σʔλϕʔεԽ�ˎ
・��ௐのԻӆͱԻにରする౷語ߏ成のޮ果ʕԻσʔλのσδλϧ
ΞʔΧΠϒԽ�ˎ
・���ೆ ෦όϯτΡॾ語のܗଶ౷語త.JDSPWBSJBUJPOにؔするςΩετ
ˎ�ͼԻσʔλのσδλϧΞʔΧΠϒԽٴ
・��νϕοτ・ϏϧϚॾ語のԻσʔλのσδλϧΞʔΧΠϒԽ
・��Χνϯ・ϙʔλϧαΠτのߏங
・��ϢʔϥγΞ言語จԽ研究ஶ࡞物の電子Խ�ˎ
・��γϕ語出版物σʔλϕʔεの࡞成（ୈظ�）

・��νϡϧΫॾ語ରরૅج語ኮ（ୈظ�）
・��ϚϨʔ語・ΠϯυωγΞ語ΦϯϥΠϯίʔύεࡧݕγεςϜ.BMJOEP�
$PODの֦ॆ
・��ΞϥϏΞจلࣈ（ΫϩϊάϥϜ）ࢉܭϓϩάϥϜ
・��ΦεϚϯԋܶϙελʔ画૾公開ϓϩδΣΫτ
・��ΦεϚϯԋܶϙελʔ・ԻָσʔλϕʔεϓϩδΣΫτ
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ɹ海外学術調査フΥーラϜは，海外調査のさらなる展開やの֞ࠜをӽえた内外の研
究者のωットϫークを構築する，研究者に開かれた学術ަ ・ྲྀใަの場として，
197�年以དྷ，AA研が企画・運営にあたってきました。第一ઢで׆༂する研究者をটいた
ϫークγϣップとҙަݟのςーϚผ科会，ຊ学術ৼڵ会・科研අ୲者をটいた
શ体会ٞ，ϙスター展示の海外学術調査フェスタから構成され，毎年，6月ࠒに開催され
ています。
ɹ科研අの関者をはじめとして，海外調査に関Θる多༷なの研究者が集͏研究ަ
ྲྀのػ会として，200�年度まではʮ研究࿈བྷ会ʯの໊称で，2010年度まではʮ海外学術
調査૯ׅ൝フΥーラϜʯとして࣮ࢪされ，2019年度には，ςーϚผ科会や若ख研究者
のࢧԉを֦ॆし，新たないのもとで開催されています。

研究࿈ܞωットワーク
ΞδΞ・ΞϑϦΧの言語学・ਓྨ学・ྺ࢙学・Ҭ研究の研究ऀ・ੈ࣍研究ऀωοτϫʔΫのத֩ͱして
共同研究を展開するほか，よΓいࢹでのԣஅతなωοτϫʔΫܗ成・ҡ࣋にੵۃతにऔΓΜでいます。

શ体ձٞ
ɹશ体会ٞでは，ຊ学術ৼڵ会୲者（研究ॿ成՝）に
よる科学研究අ執行に関するߨԋ会を開催し，新たな科研
අ੍度のಋೖや執行ํ๏の対Ԡなどについて，海外調査
を༧ఆしている研究者と学ৼ୲者との，࣭ٙԠやҙݟ
。を行いますަ

テーϚผՊձ
ɹޕલதのϫークγϣップでは，༷ʑなの第一ઢで研
究を行͏研究者をおটきして，海外調査や共同研究のՄ
ੑについてٞ論します。そのޙ，ςーϚผ科会では，ϫー
クγϣップࢣߨをғΜでٞ論をਂめ，さらに，海外調査に関
Θる༷ʑな՝についてもٞ論します。

海֎学ज़調ࠪフェスλ
ɹ海外学術調査フェスタでは，若ख研究者をத৺としたϙ
スター・ηッγϣンを行い，海外調査で豊かな経験をੵΜだ
研究者と，新たにݱ地調査にྟも͏とする研究者，ۙ いকདྷ
フィールド調査研究をܭ画している研究者などによるใ
。しますڙ会をఏػや研究ަྲྀのަ

ϑΟʔϧυαΠΤϯεField Science

Collaboration Networks

◉海֎学ज़調ࠪフΥーラϜ

̏ͭのಛ

http://www.aa.tufs.ac.jp/dgisr/index.htm
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ɹフィールドαイΤンス研究企画ηンター（FSC）では，人類学や地域研究など，ݱ地研究に基ͮくॾ学をʮフィールドαイΤンスʯと໊け，ʮྟ地研
究ʯやʮݱ地学ʯ，ʮフィールドのʯなどのݱ地調査に関Θるݟや成果をԣஅతにൺֱূݕし，より༗ޮな研究ख๏の開発や関࿈ཧ論の構築を
తに，フィールドαイΤンス・ίロΩアϜと໊けた研究会を開催しています。
ɹʮフィールドでの調査研究にはどのよ͏なҙຯや重ཁੑがあるのかʁʯ，ʮ֤のフィールド調査はどのよ͏に࣮ફされているのかʁʯ，ʮフィール
ドの調査で得られたݟと広ٛのཧ論化やཧ論構築のۀ࡞はどのよ͏に࿈ଓしているのかʁʯなどのςーϚについて，༷ ʑなで׆༂する研究者を
おটきし，研究ใࠂと౼ٞを行なっています。

フΟールυαイΤンス・ίϩキアϜ（2015 年度ʙ）
・201�年度 第1回ɹ࿈ଓϫークγϣップ第1回ʮσータと論文のؒʕフィールドαイΤンスにおける論ূとはʯ  201�年7月10

・201�年度 第2回ɹ࿈ଓϫークγϣップ第2回ʮσータと論文のؒʕフィールドαイΤンスにおける論ূとはʯ  201�年12月26

・2016年度 第1回ɹϫークγϣップʮࡂとʗのフィールドϫークʯ 2016年6月17

・2016年度 第2回ɹ࿈ଓϫークγϣップ第3回ʮσータと論文のؒʕフィールドαイΤンスにおける論ূとはʯ 2017年2月12

・2017年度 第1回ɹϫークγϣップʮリスク・ϋβード・ϨジリΤンスʯ 2017年10月27

・2017年度 第2回ɹϫークγϣップʮフィールドϫークをフィールドϫークするʯ 2018年2月16

・2018年度 第1回ɹʮ『ڥม化とインμス文໌』プロジェクトからʯ 2018年9月21  

・2018年度 第2回ɹʮ『地域研究からみた人ಓࢧԉ』をめ っ͙てʯ 2018年11月18

・2019年度 第1回ɹʮフィールドで出会͏ੑ，ੑ から出会 フ͏ィールドɿイスラーϜとジェンμーとの関Θりからʯ 2020年1月10

・2019年度 第2回ɹʮαルをݟるよ͏ にώトをݟるʯ 2020年3月7

・2020年度 第1回ɹʮώトをݟるよ͏ にαルをݟるʯ 2020年9月�

・2020年度 第2回ɹʮ歴史Ϗッάσータ研究のࡏݱとະདྷʯ 2021年1月22

ɹFieldnetは，FSCをڌに׆ಈをਐめているプロジェクトです。ຊ国内外でフィールド・ϫークを行͏研究者に，文ܥཧܥ，専門や所ଐをこ
えて෯広くࢀՃしていただき，フィールドや研究上のใをఏڙしあ͏場として，またޓいのをむすび，新たな共同研究のྠを構築するωットϫー
クとしてػすることをࢦしています。

ɹフィールドωット・ランジとし，若ख研究者
による学際తな研究集会の企画を公ืし，ॿ成し

Fieldnetのαイトでは，フィールド・
ϫークのためのใを୳したり，
フィールドで得られたใを公開し，
ଞの研究者と共༗したりすることが
できます。研究者同࢜がతにܹ
を༩えあい，をこえた共同研究
を࢝めたり，科研අなどを共同でਃ
したり，といったՄੑにもظ
しています。

C07ID�19に関Θるフィールド・ϫー
カーの経験とݟを共༗しੵする
ಛઃαイトです。ײછ֦େがフィー
ルド・ϫークや海外での研究生׆に
どのよ͏にӨڹしたのかについて記
し，共༗し，ޙ世にすことをお
もなతとしています。

ています。࣍世代の研
究者がγンϙジϜ
をੵۃతに企画・࣮ࢪ
し，研究者ؒωット
ϫークを広͛るための
一ॿとなることをత
としています。また，
ランジを௨して，
をこえた研究者ؒで
のใަやσィス
カッγϣンの場もఏڙ
しています。

ΞδΞ・ΞϑϦΧのਓจՊ学研究を行͏研究ऀωοτϫʔΫのத֩ͱして共同研究を展開するほか，
よΓいࢹでのωοτϫʔΫܗ成にऔΓΜでいます。

◉フΟールυαイΤンス・ίϩキアϜ

◉フΟールυωット

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/about/organization/fsc/colloquium

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/fieldnet

フΟールυωット・ランジ
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ɹJaC.ESは，200�年にϨόϊンのೝՄを得て2006年にϕイルートࢢதԝ۠
にઃஔされた，AA研の海外研究ڌです。पғには，Ϩόϊンٞ会ٞࣄಊ，国のࣜయ
などがڍ行される२ڭ者広場，Ϩόϊンで࠷େのϜϋンϚド・アルアϛーン・Ϟスク，
Ϛロンڭ会，Ϊリγアਖ਼ڭ会，ट૬ఛ，ࡏϨόϊンຊେ使ؗなどがあります。
ɹJaC.ESではৗறのಛ研究員（ݱ員ɿࣰ ాڿ）がݱ地研究に専೦するとともに，
AA研の共同ར༻・共同研究՝（ݱプロジェクトʮݱ代アラϒ܅ओ੍におけるਖ਼౷ੑ
େࠇʯ 研究代ද者ɿੴࠀʕイスラーϜओٛとの૬ڵ࠶ཧのม༰とݪ ・ַຊқৼڵ
。されていますࢪ研究所）が࣮ࡁ構アジア経ػ
ɹさらに，ʮϕイルート若ख研究者ใࠂ会ʯを2006年以དྷ΄΅毎年開催し，େ学Ӄത
՝程以上の若ख研究者を対象に公ظޙ࢜ ・ืબߟしてݣし，Ϩόϊンやத౦・Ϥー
ロッύॾ国からίϝンςータの研究者をটᡈして，研究発දと౼ٞの場をఏڙしてい
ます。若ख研究者にとっては，ࣗらの研究を海外の専門研究者のલで発දし，࣭ٙを
௨して評価を得る貴重なػ会になっています。この΄か，ϕイルート・アϝリカンେ
学をはじめとするॾେ学やϕイルート・オリΤント研究所（ドイπ）などの研究ػ関と
の共催による公開ߨԋ会やݱ地研मηϛφーを開催する΄か，ө画会ٞも開催し，毎
回ຊから関研究者をটᡈして，歴史・経ࡁ・文学・ܳ 術・ࣾ 会・ڥなど多ذ
にΘたる学術ަྲྀをਪਐしてきました。

Overseas Satellite Offices ւ֎研究ڌ http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/projects/satellite

https://meis2.aa-ken.jp/base@beirut.html

த౦研究日本センλー（ུশ JaCMES）
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ɹ海外研究ڌKKL0はɺ2008年3月1にϚϨーγア国αόभίタΩφόルࢢに
開ઃされました。同オフィスは，౦ژ外国語େ学が200�年度から�年ܭ画で࣮ࢪし
ているத౦イスラーϜ研究ڭҭプロジェクトの一としてઃஔされたもので，ϕイ
ルートにطにઃஔされていたத౦研究ຊηンターにଓく同プロジェクトによる2൪
の海外研究ڌです。
ɹKKL0は，౦ೆアジアにおける࣏・ࣾ 会・文化に関する૯߹త学術研究ڌとして，
αόभによりઃཱされたαό開発研究所	Institute for DeWeloQment Studies 
<略称ɿIDS>
のશ面తなྗڠにより，同研究所内にઃஔされました。ઃஔ以དྷ，KKL0
では，ຊ人研究者によるίタΩφόルでのݱ地ߨԋ会や，౦ೆアジアの研究者との
߹同による国際ϫークγϣップやγンϙジϜをఆظతに開催しています。
ɹなおKKL0のҐஔするαόभは，ϒルωイ，インドωγア，フィリϐンの౦
ASEA/成地域，ೆγφ海ٴびインド༸のަࠩにあたり，多༷な文化のަྲྀ地域
をܗ成しています。AA研は，アジア海域世界のμイφϛζϜのղ໌にとって࠷దなこ
の地を研究ڌとし，ϚϨーγア，ຊٴび関࿈ॾ国の研究者と関者にརする多༷
な国際共同研究プロάラϜをޙࠓともਪਐしていきます。

https://meis2.aa-ken.jp/base@kotakinabalu.html

ίλキナバル・リΤゾンオフΟス（ུশ KKLO）

ւ֎の研究ऀͱの࿈ܞͱަྲྀをよΓൃ׆に行ない，ࡍࠃతな共同研究を展開していくͨ Ίに，
ϕΠϧʔτ（Ϩόϊϯ）ͱίλΩφόϧ（ϚϨʔγΞ）の�ϲॴにւ֎研究ڌをઃஔしています。
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国際学術雑誌『アジア・
アフリカ言語文化研究』

（ Journal of Asian and 
African Studies. 略称
JAAS。1968年 創 刊）は，
所外の研究者をふくむ編
集専門委員会，および所員
からなる編集部によって
運営され，毎号，査読を経
た高水準の言語学・人類
学・歴史学・地域研究に関
する論文，資料が掲載され
ています。海外からの投稿
も多く，国内外から高い評
価を得ています。年2回（3月・9月）刊行，2021年3月末刊行の
101号よりオンライン誌となりました。

AA研では2009年より，一
般向けの雑誌『FIELDPLUS』

（フィールドプラス）を刊行
しています。AA研スタッ
フ・共同研究員をはじめ，
人文科学以外の研究者も
執筆陣に迎え，世界のあら
ゆる場所をフィールド（調
査地）とする研究者たち
の，新しい発想・取り組み
やその過程で得られた経
験を，さまざまな角度から
紹介します。年2回（1月・
7月）刊行，高校生などの
若い世代を含む多くの読者を対象として，豊富なカラー写真や図版
を使いながら，フィールド研究の面白さを伝えていきます。

AA研スタッフが収集したアジア・アフリカ
の言語・文化に関する貴重な資料や，さま
ざまな共同研究プロジェクトの成果を広く
一般に公開するための企画展を毎年開催し
ています。

過去の展示企画についてはこちらをご覧く
ださい。

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/publications/jaas

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/
event/exhibitions

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/publications/aall http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/publications/nusa

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/publications/field-plus

『アジア・アフリカ言語文化研究』
（年 2 回発行）

『FIELDPLUS』
（年 2 回発行）

◉定期刊行物

展示企画

『アジア・アフリカの言語と言語学』 
（年 1 回発行）

『NUSA』 
（年 2 回発行）

◉オンラインジャーナル

出版物・展示企画Publications & Exhibitions
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 B309  ORAL TRADITION OF KUI PEOPLE’S LEGO-LEGO IN ALOR ISLAND, EAST NUSA TENGGARA: Calling the past through song. 
Katubi.  2021.1. ISBN 978-4-86337-309-9

◆ B310  『2019 年度言語研修「ゾンカ語」研修テキスト2  ゾンカ語基礎語彙集』西田文信  2020.7.31. ISBN 978-4-86337-310-5

◆ B311  『2019 年度言語研修「ゾンカ語」研修テキスト3  ゾンカ語表現集』西田文信  2020.7.31. ISBN 978-4-86337-311-2

 B317  ［アジア・アフリカ基礎語彙集63］ KWIC Index to the Sanskrit Texts of Dharmakiirti.  Ono, Motoi, Takashima, Jun, Oda, Jun'ichi.  
2020.7. ISBN 978-4-86337-317-4

◆ B320  『2019 年度言語研修「ジンポー語」研修テキスト 1  ジンポー語文法入門』倉部慶太  2020.6.30. ISBN 978-4-86337-320-4

◆ B321  『2019 年度言語研修「ジンポー語」研修テキスト 3  ジンポー語用例辞典』倉部慶太  2020.6.30. ISBN 978-4-86337-321-1

◆ B322  『2019 年度言語研修「ジンポー語」研修テキスト 2  ジンポー語読本』倉部慶太  2020.6.30. ISBN 978-4-86337-322-8

 B330  『トランスカルチャー状況下における顔・身体学の構築（第４回）』 床呂郁哉（編）  2020.7.17. ISBN 978-4-86337-330-3

 B331  ［LSTCA-126］ The Thamidai Language. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.7.14.  ISBN 978-4-86337-331-0

 B332  ［LSTCA-127］ The Kanaw(Danaw) Language. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.7.14. ISBN 978-4-86337-332-7

 B333  ［LSTCA-128］ The Nantwei Kayan Language. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.7.14. ISBN 978-4-86337-333-4

 B334  ［JS-6］ Transcending the syllables: The Añang Nirartha. Fletcher, Margaret. Worsley, Peter(ed.)  2021.2. ISBN 978-4-86337-340-1

 B335 『アフリカ諸語の声調・アクセント』梶茂樹  2021.3.31. ISBN  978-4-86337-335-8

 B336  ［LSTCA-129］ The Pimon Kayan Language. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.9.16. ISBN 978-4-86337-336-5

 B337  ［LSTCA-130］ The Sonplao Kayan Language. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.9.16. ISBN 978-4-86337-337-2

 B338  ［LSTCA-131］ The Pao Language (Its Taunggyi and Kokareit Dialects).  Shintani, Tadahiko L.A.  2020.9.16. ISBN 978-4-86337-
338-9

 B339  『白い鶴よ，翼を貸しておくれ』 ツェワン・イシェ・ペンバ（著）・星泉（訳）  2020.10.2. ISBN 978-4-86337-339-6

 B340  ［LSTCA-Extra Edition］ A Handbook of Comparative Kayan Languages. Shintani, Tadahiko L.A.  2020.11.30. ISBN 978-4-86337-
340-2

 B341  Islam and Cultural Diversity in Southeast Asia (Vol.3).  Tokoro, Ikuya, Tomizawa, Hisao(eds.).  2021.3.15. ISBN 978-4-86337-341-9

 B342 『「あまもり」こわい—ブリヤートの民話』山越康裕（監修・モンゴル語・日本語）， ハリヤ（絵）  2021.3.26. ISBN 978-4-86337-342-6

 B343  Descriptive materials of morphosyntactic microvariation in Bantu vol. 2: A microparametric survey of morphosyntactic 
microvariation in Southern Bantu languages.  Lee, Seunghun, Abe, Yuko, Shinagawa, Daisuke.  2021.3.25. ISBN 978-4-86337-
343-3"

 B344  Thiqa Project News no. 1.  Thiqa Project, Office of Organizer.  2021.3. ISBN 978-4-86337-344-0

 B345  How are Young People in Africa Thinking and Living? Shiino, Wakana, Shiraishi, Soichiro, Karusigarira Ian.  2021.3.30. ISBN 
978-4-86337-345-7

 B346  『ブリヤート語逆引き辞典』 BADAGAROV Zhargal ＆ 呉人徳司  2021.3. ISBN 978-4-86337-346-4

 B347  『チベット文学と映画制作の現在 SERNYA vol. 7』星泉，海老原志穂，岩田啓介，大川謙作，三浦順子（編）  2021.2.22. ISBN  978-4-86337-
347-1

上記以外のAA研出版物については下記をご覧ください。

 ［アジア・アフリカ基礎語彙集63］ 
KWIC Index to the Sanskrit 
Texts of Dharmakiirti.

『白い鶴よ，翼を貸しておくれ』 『トランスカルチャー状況下にお
ける顔・身体学の構築（第４回）』

http://www.aa.tufs.ac.jp/ja/publications

◉書籍 2020年度刊行物一覧  （◆は電子出版）

AA研では査読付きの学術誌・一般向け雑誌を刊行しているほか，
共同研究，言語研修，辞典編纂などの事業による成果を数多く出版して公開しています。
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ڭֆඒ  ॿ ౻ޙ
ΠεϥʔϜ研究，δΣϯμʔݱ

˞20214݄࣌ॴһ一覧

Ԧઢژ

ඈాڅӺ

भ֗ಓߕچभ֗ಓߕ

西
武
多
摩
川
線

多ຏӺ

ڥଂࢸ

౦ژ
語ࠃ֎
大学

த
けきの
学Ԃ

όεఀ
౦ࠃ֎ژ語
େ学લ

ຯのૉ
ελδΞϜ

ܯ
େ学ߍ

ிࢹܯ
ߍ学ܯ

調
布
飛
行
場

೦هݪࡗ
පӃ

ଂの
公Ԃ

৽॓ࢸ

ίϯϏχ

ଂの
公Ԃ

多ຏӺ

େ学ਖ਼໘
ೖΓޱ

ਤॻؗ

Ξΰϥ・
άϩʔόϧ

όεఀ
౦ࠃ֎ژ語
େ学લ

アジア・アフリカ
言語学研究ॴ

研究ٛߨ౩

ຊ෦ཧ౩

େ学ձؗ




